
大腸癌 をめ ぐる請問題
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各 肉 眼 型 の 左 鰍 裳周 囲 の 非 終 演 後 粘 膜 の 押 上げ , 輿

反 所 見 あ Vj. 右 側 は な し甘

観 察 可 能 な ら, この 肉 眼 所 見 か ら癌 の sm 浸 潤 最 の 推

定 が 商用臣で あ る, 粘液 の付 着 な どで 側 面 像 の観 察 が不 十

分 な場 合 には 生検 鈷 子 を腸 管 内腔 面 に対 して水 平 方 向 に

向け て生検 し予採 取 され た組 織 標 本 上で非 膝 癌 性 粘膜 が

認め られ/るか ど うかで上記 肉眼所見の有無 を推定す るこ

とが可能であろ う書

お わ U に

大腸癌の苧新発見とその深遠度診断は病変の大 きさと

肉を眼的特徴の関係を熟知す るだけで もかな りの確率で 吋

T:i;i

面性状の よ り微細 な観察 が如 頼れば予その診断率が 変に

向 上す ることが期棒 され よう,
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上渡か招予痛死の第日鼓になると予測されているl)町従っ

て太腺癌淡タu-ここ〆ダ法の確立は緊急の深髄である串

よる方法狛試み綴)れたり,蘭島注腸建立をこよるX線検査も

楽際をご拍な離れるようをこな-,ている.Lかしこれ㌫雄二を方

法では前処隊を館めて相当の準臓と労力が威厳でありぎ

住民擁護をなまだ太濃の教練菜を取り扱うことは附整であるや

健勝をgEi検査による汚濁線紋が縛なぬれることが多い.Lか

し従来のグアヤッ:祭紋環コオルトトリジ㍍法では食事など

の駿萎轡による偽陽性が凝けらないため採健前の食事制限

が必牽となったり,偽陰線を威少させるため結盟E3愛た

ぼ3uの採健を賓するなどの問題があった二やそのためと

卜の血液に特異性が高く9娩出感度が高い僚潜血反応が

.､臣j＼/ト∵~二∴J_-_.

近年抗ヒト-そグロピソ抗体を履いた免疫学的健潜血

反応が欄次いで開発され,そのうちのいくつかが実用化

されノつつある｡臨床応用にあたっては安価で検江感度が

高く創建が簡便であることが東められる9現在琵摘 法予

1廿日∴＼上 Ij:ltI､＼凝牛-Lir/ ∴十か十肯再出jTir1'Lt'･.紺汗､

キットが市販きれているが,奪回これら語橡類をこ〆端､て

比較検討する換金を将貨このでその威厳を報告-者山る"

1 対 象 と 方 法

付与し言)､町帖137隼 i､.Fi明糾杷し申子｣圭廿廿伸rl､誹､11札

進行腎癌7例や鼎常なし器例の合計逢80例である,

尭腺癌と大腸腺腫はいずれも幾枚雪｡ポリペタ賢､ミ加護

たぼ予断をこ｡より病理学的をこ確認されたものであり,凝常

注腸換蜜で輿常が疑われたが内祝縫梗塞で異常なしとさ

れた者である.

検体は原則とLて太豚肉遷鼠鍍検査の前門が)健をき削､た

が手先腺癌UmM蜜湧例と遮音テ腎癌が)等例は太腹内視鏡線度を

鶴(.ぎ･'L::･.:;:.I:{.､十.

方法は採取ざれた閣-健をダアヤソタ法学貰漫㌘音-音A法,

喜成症だⅩ凝餐法で捌増産した?使用キットはダアヤッタ法

凝魔法は伐;--＼モデ.オブ栄研 く栄研化学株式食草損 で
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WW隅)と玉<lj首A欄ディスクを組み合わせたキットであ

社をこ依綴Lて泥王A法で測定した.しかし検体の採取か

ら測怒髪での時間がかかり機の盟法と同-魚件となり得

なかったた軌 今岡の検討からぼ蓬宅夏A法の威厳を省き
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薮 漫 各種健潜血反応の陽性率
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m 考 察

健潜血検査をこよる太腺癌スタリ-ニソダの試みはま粥7

Ⅹ立舶se活性を周いる健潜血反応では飽陽性車偽陰性と

抗虻宴､-そダT-コピソ抗体による健潜血反応を初めて開発

して以来,特異性の高い免疫学的健潜血反応が相次いで

開発された郎5).しかし測定の煩雑さや高幡であること

などから普及闘ま至らなかった.ようやく最近になって
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簡 便 さや 価 格 の 点 で 実 用 化 可 能 な 既遂A 法 6き, 罷P耳-摘 法

7㌔ 遭A も醍Ⅹ 凝 集 法 臼)に よ る健 潜 血 検 査 が 開 発 され 市 販

＼ニト て:,∴ 十 十 .

今 回 の 検 討 は RPHA 法 と h挽態だⅩ 擬 教 法 を 高 感 度 の

ダア ヤ ソタ法 と比 較 した もの で あ る が , ダ ア ヤ ッ タ法 で

は 偽 陽 性 率 が 極 め て 高 く, 感 度 を 上 げ た 時 瑚 胃髄 薫 9)が

諭 i十 ■.守 ｡;.

吊 叫 :I∵ し'､抑 十 率､･､w lべ=i＼･itl･工 1-ttl'1I:＼ 沃 :一:71.1

いい t∴lttl＼ 凝 牛 工 r言丁.バいl∴ パ ∴1日lh等 ･'･予 .上 江 L,L

､'､▲′∴ 'lL.- F';目 口 ∴p_パ 墨 fJ上目 i't;∩ ';=tlいり.H l;iE∴t_こ

れ て お 妄′)や 且L=〕法 と して は 優 れ た 威 厳 と思 わ れ た . 太 腹

出 札 撞 柱 杏‥一二■町 1仁 了 ､-＼隼Jl隼 †十 十 言 .'TTI,･17.･t｡い, 1∴ミ

いり∴ ミニ-1､∴ ･こい付出 tlll.1 ∴_tJこIlハ 凝 †日 高 十 凍 上 r∴ 十 .

腸 癌 で は 低 い 桝 と も､ぬ れ る が , 今 回 の 検 討 で も 同 様 の

結 果 で あ っ た , こ れ は 挺 鱗 で は 血 液 が 健 をこ 均 等 をこ 付 着 し

な い こ と 鮒 京 園 で , 健 潜 血 反 応 の 弱 点 と 考 え ら れ た .

大 腸 癌 の 醜 絶好だ に よ る 陽 性 率 は L aもex 凝 畿 法 で は

1ltllくt､tl H . = tltくく､ト し' ∴ ≡′.Ji_∴ -_Lq(lOollll ∴ ~千 ･㌧ 1)llLl､t<

川 Iltt､.< :1 ､T~､∴ ｢坤 巨 IlJypll言 101日 ll I/さ∴､･ m Tm ll ･､1＼ し ､'㌧ '､二

で ポ リ ペ タ ト ミ - を 行 な っ た 症 例 で あ -3た ★ 且Om m 最

上 の 腺 腫 と Yju奴es A の 陽 性 率 が ほ ぼ 等 し か っ た こ と か

ら , 出 血 は 必 ず し も 観 織 に よ っ て 規 定 さ れ る も の で は な

く , 太 き き に よ る 91 も 673 で あ る こ と が 推 測 さ れ た . こ の

こ と は 腺 腫 の 大 き さ が 増 す 紅 -Mjわ , 陽 性 率 が 高 く な る こ

と か ら 嚢 柑 け ち れ る p

大 腸 癌 の 出 胤 をこ ぼ u 叢 変 動 が あ る こ と が 指 摘 き れ て い

る ‖ )L 今 巨頭3の 検 討 で 貰二%油 だきS A 齢 大 腸 癌 の 約 半 数 は 偽

陰 性 をこ な る こ と 鮒 明 ど 才か をこ な -)薮 二 こ と か ら , 撃 腰 頚痛 を 発

見 す る た め 闘 志 免 疫 学 的 礁 潜 血 反 応 と い え ど も 複 数 回 の

検 査が必 要 と考 え ら凄plる.
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